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問
（
佐
藤
定
男
議
員
）

　

中
学
校
部
活
動
補
助

金
2
0
4
万
円
の
競
技
・
種
目

な
ど
の
具
体
的
内
容
は
。

教
育

次
長
　

お
も
な
も
の
は
、
剣

道
・
卓
球
が
東
北
大

会
、
英
語
弁
論
大
会
が
県
大
会

出
場
で
あ
る
。

問
（
阿
部
泰
藏
議
員
）

　

ふ
る
さ
と
納
税
者
に

対
す
る
農
産
物
の
返
礼
品
に
16

万
3
0
0
0
円
と
あ
る
が
、
件

数
と
対
応
に
つ
い
て
伺
う
。

総
務
課
長
　

平
成
27
年
度
の
現
在

ま
で
の
寄
附
状
況
は
、

1
0
5
件
、
5
0
8
万
円
ほ
ど

に
な
っ
て
い
る
。
内
容
は
、
特
産

品
と
し
て
モ
モ
、
あ
ん
ぽ
柿
、

り
ん
ご
な
ど
を
お
礼
と
し
て
お

返
し
し
て
い
る
。

問
（
村
上
正
勝
議
員
）

　

防
火
水
槽
設
置
事
業

債
で
、
当
初
6
5
0
万
円
だ
っ
た

も
の
が
補
正
後
8
4
0
万
円
と

大
幅
増
に
な
っ
た
の
は
な
ぜ
か
。

住
民
生
活

課
　
　
長
　

大
字
内
谷
字
西

地
内
で
行
う
工
事

に
つ
い
て
で
あ
り
、
今
回
、
昨
年

の
工
事
に
は
な
か
っ
た
舗
装
の

復
旧
工
事
が
必
要
な
現
場
で

あ
っ
た
た
め
、資
材
な
ど
の
諸
経

費
の
上
昇
も
含
め
、
１
９
２
万

円
の
補
正
を
し
た
。

問
（
浅
野
富
男
議
員
）

　

役
場
庁
舎
の
電
気
料

1
3
1
万
円
の
増
額
に
つ
い
て

理
由
を
伺
う
。

総
務

課
長
　

以
前
の
金
額
を
見
込

ん
で
当
初
予
算
を
組
ん

だ
が
、
基
本
料
金
の
上
昇
に
と

も
な
い
、
今
後
の
見
込
み
も
含

め
て
不
足
が
生
じ
た
た
め
増
額

を
し
た
。

　
12
月
議
会
定
例
会
は
12
月
8
日
か
ら
11
日
ま
で
4
日
間
の
会
期
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　
今
定
例
会
に
は
、
地
方
創
生
を
推
進
す
る
た
め
の
委
託
料
を
増
額
す
る
補
正
予
算
や
防
犯

カ
メ
ラ
の
設
置
、
運
用
に
関
す
る
条
例
、
子
ど
も
の
い
じ
め
防
止
条
例
な
ど
10
議
案
が
提
出

さ
れ
、
す
べ
て
原
案
ど
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　
一
般
質
問
で
は
6
人
の
議
員
が
登
壇
し
、
12
項
目
に
わ
た
っ
て
町
政
を
た
だ
し
ま
し
た
。

調
査
設
計
な
ど
の
委
託
料
３
１
０
０
万
円
を
計
上

地
方
創
生
へ
の
取
り
組
み
が
本
格
化

12月定例会

疑疑

質質
中
学
校
部
活
動

補
助
金
の
内
容
は

ふ
る
さ
と
納
税
者
へ
の

返
礼
品
に
つ
い
て
問
う

電
気
料
が
増
え
た

理
由
は

防
火
水
槽
設
置
事
業
債

の
大
幅
増
の
理
由
は

一
般
会
計



3

付
せ
ん
の
数
だ
け
国
見
の
良
い
と
こ
ろ
が
出
さ
れ
ま
し
た

（
未
来
ま
ち
づ
く
り
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
）

問
（
阿
部
泰
藏
議
員
）

　

公
用
車
の
更
新
で
１

９
０
万
円
の
増
額
が
あ
る
が
、

更
新
の
時
期
は
ど
の
よ
う
に
定

め
て
い
る
の
か
。

総
務
課
長
　

公
用
車
は
丁
寧
に
で

き
る
だ
け
長
く
も
た
せ

る
よ
う
に
管
理
を
し
、
耐
え
ら

れ
な
く
な
っ
た
場
合
に
更
新
を

し
て
い
る
。
今
回
の
車
輌
は
17

万
キ
ロ
走
行
で
15
年
が
経
過
し

か
な
り
古
い
た
め
、
安
全
管
理

の
面
か
ら
増
額
を
し
た
。

問
（
八
島
博
正
議
員
）

　

機
構
集
積
協
力
金
交

付
事
業
は
ど
の
よ
う
な
事
業
か
。

産
業
振
興

課
　
　
長
　
「
人
・
農
地
プ

ラ
ン
」
を
作
成
し

た
地
域
で
、
農
地
を
集
積
し
た

面
積
の
割
合
に
応
じ
て
国
か
ら

協
力
金
が
出
る
も
の
。
小
坂
地

区
で
3
月
に
「
人
・
農
地
プ
ラ

ン
」
を
作
成
し
た
こ
と
に
基
づ

き
、
ほ
場
整
備
を
し
た
90
ヘ
ク

タ
ー
ル
の
う
ち
集
積
で
き
た
36

ヘ
ク
タ
ー
ル
が
対
象
と
な
っ
て

支
給
さ
れ
る
。
地
域
の
農
業
を

担
う
組
織
な
ど
に
交
付
を
し
、

農
地
保
全
や
環
境
整
備
に
充
て

有
効
活
用
を
す
る
事
業
で
あ

る
。　

10
月
16
日
、
東
京
都

の
ル
ポ
ー
ル
麹
町
で
、

八
島
博
正
議
員
に
総
務

大
臣
感
謝
状
が
贈
呈
さ

れ
ま
し
た
。

　

35
年
以
上
議
員
と
し

て
在
職
し
、
地
方
自
治

の
発
展
に
顕
著
な
功
労

が
あ
っ
た
と
認
め
ら
れ

た
も
の
で
、
12
月
定
例

会
の
席
上
で
伝
達
さ
れ

ま
し
た
。

平成27年度一般会計
補正予算（第３号）のおもな内容

【おもな事業】
◦町債（借金）返済� 2億1150万円
◦地方創生を推進するための委託料� 3100万円
◦松くい虫防除の事業費� 1810万円
◦あんぽ柿加工施設への補助金� 779万円
◦農地集積協力金交付金（小坂ほ場整備地内）� 733万円
◦教科書改訂に対応する教職員指導書購入� 286万円
◦9月集中豪雨による農道・林道の災害復旧費� 284万円
◦マイナンバー制度の中間サーバーについての負担金� 209万円
◦中学校部活動補助金（東北・県大会出場など）� 204万円
◦災害援護資金の返済� 195万円
◦防火水槽設置費（内谷地区）� 192万円
◦公用車の更新費用� 190万円
◦その他、人・農地プラン作成支援業務委託など� 1289万円
� 計　3億421万円
【おもな財源】
◦前年度からの繰越金� 2億1150万円
◦町債（借金）� 5940万円
◦地方交付税� 2829万円
◦基金繰入金など� 2831万円
◦国・県からの補助金（社会資本整備総合交付金事業分の減額など）
� －2329万円
� 計　3億421万円

公
用
車
の
更
新
時
期

に
定
め
は
あ
る
の
か

機
構
集
積
協
力
金

交
付
事
業
と
は

■町債（借金）の残高
会計名 26年度末現在 27年度末見込
一般会計 58億7400万円 72億1174万円

※災害援護資金は含まない。

■財政調整基金（貯金）の残高
会計名 26年度末現在 27年度末見込
一般会計 8億5161万円 6億494万円

八
島
議
員
に
総
務
大
臣
感
謝
状


